
　今は、どこの国でも出かける時は「ま
ずマスク」でしょうね。しかし、何かマ
スクをすること自体が大切だと勘違いし
そうになります。それで、誰もいない自
室や車の中でもマスクをしてしまいま
す。目的や状況は抜きで。
　また、「移動や営業の自粛」というの
もよく使うので、今は何でも自粛でいこ
う、となってしまいます。しかし、この
困難な状況の中でも一歩前進する方法は
ないものかと、たくさんの人達が日夜模
索し続けてもいます。
　私たちようぼくにとっては、成人とい

うのは大変大切な課題です。一つでも多
く喜べるようになったり、一人の人にで
も多く真心（たすけ心）を実践出来るよ
うになったり。この成人まで自粛するの
は如

い か が

何なものでしょう。心さえ新型コロ
ナウィルスに感染しなければ、きっと何
か方法はあるはずです。一緒に考えてみ
ましょう。
　その際、「持続可能」「変化に対する柔
軟な対応」がキーワードですよ。

（吉田）

天理教岡大教会　〒 634-0111　明日香村岡 395　e-mail／ info@oka.or.jp

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
に
、
大
教
会
長
様
が
出
演
。「
神
様

の
世
界
に
手
を
出
す
な　

～
身
上
・
事
情
は
成
人
の

チ
ャ
ン
ス
」
と
題
し
て
、
約
15
分
に
わ
た
っ
て
〝
珠

玉
の
お
話
〟
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
陽
気
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
は
、「
お
話
を
聴
く

機
会
が
減
っ
て
い
る
人
た
ち
へ
『
信
仰
の
糧
』『
こ

こ
ろ
の
栄
養
』
を
お
届
け
し
た
い
」
と
思
い
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
動
画
配
信
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
視
聴
す

る
こ
と
が
出
来
る
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
開
き
、「
陽
気
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
と
検
索

す
る
と
動
画
一
覧
が
表
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
チ
ャ
ン

ネ
ル
登
録
す
る
こ
と
で
、
素
早
く
「
陽
気
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
ス
テ
キ
な
〝
珠

玉
〟
の
お
話
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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今月のメッセージ
「成人も自粛ですか？」

■
竣
工
式
（
大
教
会
教
職
舎
普
請
）

日　

時
／
７
月
23
日
（
祝
）
祭
典
終
了
後

会　

場
／
大
教
会

※
大
教
会
の
月
次
祭
に
引
き
続
き
、
竣
工
式
が
執
り

　

行
わ
れ
ま
す
。

大
教
会
か
ら
ご
案
内

教
務
報

◆
大
教
会
辞
令

　

・
お
つ
と
め
奉
仕
人
（
３
月
23
日
付
）

　
　
　

福　

門　
　

村　

田　

篤　

子

　

・
女
鳴
物
調
弦
係
（
３
月
23
日
付
）

　
　
　

道　

弘　
　

高　

野　

知
永
子

　

・
女
鳴
物
調
弦
係
（
６
月
23
日
付
）

　
　
　

南
阿
太　
　

芝　

田　

一　

姫

◆
修
養
科
一
期
講
師
（
４
月
～
６
月
）

　
　
　

松
浦
郷　
　

中　

島　

道　

弘

◆
教　

養　

掛

　

５
月　

西
大
阪　
　

丸　

田　

真　

久

　

６
月　

東
志
免　
　

高　

場　

純　

貴

　

７
月　

肥　

陽　
　

由
良
野　

志　

津

◆
お
さ
づ
け
の
理
拝
戴
願

　
　

３
月
16
日
～
４
月
15
日
詰
所
受
付
分

　
　
　

表　

野　
　

荒　

井　

真
結
実

　
　
　

南
阿
太　
　

芝　

田　

美　

梨

　
　

５
月
16
日
～
６
月
15
日
詰
所
受
付
分

　
　
　

岡　

道　
　

谷　

川　

智　

章

　
　
　

岡　

道　
　

上　

山　
　

涼

　
　
　

岡　
　
　
　

西　

村　

寿　

博

　
　
　

岡　

道　
　

民　

田　

早　

苗

　
　
　

表　

田　
　

上　

田　

侑　

史

◆
教
人
登
録

　
　
　

西　

北　
　

森　

川　

佳
代
子（
２
／
20
付
）

　
　
　

道　

弘　
　

高　

野　

英　

士（
３
／
25
付
）

　
　
　

瀧　

登　
　

常　

道　

理　

華（
３
／
30
付
）

詳しくはこちら！

岡大教会
「行事案内」

この「ご案内」は概略しか
掲載していません。

↓

◆
別
席
願

　
　

４
月
16
日
～
５
月
15
日
詰
所
受
付
分

　
　
　

西　

北　
　

ス
ト
イ
コ
ビ
ッ
チ
・
ボ
ジ
ダ
ー

　
　

５
月
16
日
～
６
月
15
日
詰
所
受
付
分

　
　
　

筑　

攝　
　

木　

村　

美　

幸

POINT

183.06.23／ 026

大
教
会
の
諸
活
動

R183 Event Information

▼
月
定
例
行
事
▲

４　

日　
　

岡
心
勇
隊
佐
賀
地
区

８　

日　
　

岡
心
勇
隊
奈
良
中
和

９　

日　
　

岡
心
勇
隊
五
條
橋
本
（
あ
や
の
台
）

13　

日　
　

岡
心
勇
隊
八
幡
地
区

15　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
道
弘
）

18　

日　
　

岡
心
勇
隊
大
阪
地
区

21　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
相
嘉
）

22　

日　
　

祭
典
準
備
ひ
の
き
し
ん

　
　
　
　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん

（
表
野
・
飛
鳥
川
・
岡
萩
）

　
　
　
　
　

大
教
会
役
員
会
議

22
～
23
日　

婦
人
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

23　

日　
　

大
教
会
月
次
祭　

雅
楽
練
習
会

23
～
26
日　

婦
人
会
詰
所
ひ
の
き
し
ん

24　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
東
松
浦
・
西
北
）

25　

日　
　

お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
団
参
（
早
朝
）

　
　
　
　
　

詰
所
ひ
の
き
し
ん
日

26　

日　
　

本
部
月
次
祭　

祭
典
後
お
礼
づ
と
め

30　

日　
　

岡
心
勇
隊
姪
浜
会
場

第
一
日
曜
日　

お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
団
参
（
午
前
中
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か
ら
、
行
事
予
定

が
中
止
、ま
た
は
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
か
ら
、

教
内
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
に
を
い
が

け
・
お
た
す
け
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

一
つ
、
養
徳
社
が
実
施
し
て
い
る
動
画
配
信
「
陽
気

心
に
し
み
る
〝
珠
玉
〟
の
お
話

養
徳
社
の
「
陽
気
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
に
出
演

神
様
の
世
界
に
手
を
出
す
な 　

ス
ペ
イ
ン
人
の
デ
ビ
ッ
ト
さ
ん
（
写
真
左
）
と
ア

レ
ク
サ
ン
ダ
ー
さ
ん
（
写
真
右
）
は
こ
の
た
び
、
大

教
会
長
様
の
案
内
で
本
部
神
殿
を
参
拝
。
大
教
会
で

の
ひ
の
き
し
ん
に
参
加
し
た
ほ
か
、
大
教
会
の
６
月

の
月
次
祭
に
参
拝
し
た
。

　

二
人
は
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
旅
行
者
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
日
本
か
ら
出
国
で
き
ず
、
明

日
香
村
内
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
滞
在
を
続
け
て
い

る
。
６
月
15
日
、
大
教
会
を
訪
れ
た
二
人
に
大
教
会

長
様
が
声
を
か
け
、
お
ぢ
ば
帰
り
が
実
現
。
ひ
の
き

し
ん
や
食
事
を
共
に
し
、
交
流
を
深
め
て
い
る
。

TOPIC

スペインからの来訪者
異国の風吹く６月の大教会

おぢば帰り、月次祭参拝、ひのきしんetc.

祭典前日には、厨房でのひのきしんにも参加



※
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
、
諸
活
動
を
写
真
付
き
で

　

詳
し
く
紹
介
中
！
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　新型コロナウイルス感染拡大の影響が各方面に広がる一方、「コロナとの共存」といったキーワードを耳にするように、社会ではさまざまな取り組
みがなされている。それは教内でも同じで、さまざまな媒体を介した教理の発信や、にをいがけ、おたすけが行われている。また、非常事態宣言の解
除など、社会の状況を鑑みながら、必要な手立ての中で布教やひのきしん活動が展開されている。大教会では、昨年末から進められている教職舎普請
がいよいよ大詰め。現在は、大工作業と並行して、内装工事が進められている。各地からひのきしんへの参加も多く、特に学生会や青年会などの若い
力が活躍している。そのほか、3 月から中止されていた「青年会ひのきしん隊」が形態を変えて「特別ひのきしん隊」として実施され、青年会岡分会
から 5 名が参加。ご本部の田植えひのきしんに参加した。また、大教会の布教力の一つでもある「岡心勇隊」も、地域の状況に応じて展開されている。

状況を鑑み、可能な範囲で実動を展開。新たなアイデアが状況を打破する！
〝大節〟の中だからこその積極性を２０20

写真で振り返る三カ月

今月のグラフ

足場が撤去され、全容が明らかになった教職舎。

青年会岡分会は、青年会本部の「特別ひのきしん隊」に 5名が参加。4月、5月は対象者を限定し、距離を確保してマスクを着用した上で月次祭を執行。昼食には、お弁当が配られた。

外構作業では、ブロック塀や排水路の設置、石積みなどをすべてひのきしんの手で実施。〝三密〟と熱中症に気を付けながら、慣れない作業を進める。

４５６
Three Months


